





























実績主義と大川平三郎の科学主義―」（四宮俊之）、第 2 部「重工業の創成」、第 3 章「民間
鉄鋼企業の確立―日本鋼管・白石元治郎と今泉嘉一郎―」（上岡一史）、第 4 章「川崎造船
所の創業と経営発展―川崎正蔵と松方幸次郎―」（濱田信夫）、第 3 部「機械産業の国産化」、




トである。第 1 次産業革命と第 2 次産業革命の時間差がほとんどないことが日本の特徴で




























































イノベーション・マネジメント No.13 - 109 -
それを監視する役割を有した」（145 頁）という指摘があるが、これは戦時期豊田の重工業
グループがオーナー経営者の優位性と安定株主、役員による集団指導のメリットをともに
実現したことを示しているように思われる。 
第 6 章は日立製作所の経営を主導した小平浪平の企業者活動を正面から取り上げる。と
くに興味深いのはオーナー経営者である久原房之助からの資金融通依頼に対する小平の対
応である。久原商事破綻の影響から解散した日本汽船の笠戸造船所（後の笠戸工場）を日
立が引き受ける際にも、小平は久原の事情を勘案して評価額以上で買い取る一方、その後
の相次ぐ資金融通要請に対しては職を賭して反対した。オーナー経営者は久原から鮎川義
介に代わるが、小平は鮎川から全幅の信頼を獲得していた。オーナー経営者との関係に考
慮する一方、小平は研究開発、製品選択、人事労務､教育訓練などの各分野で経営者企業と
しての内実を強固なものにしていった。こうして小平は「独立独歩」の技術開発主義、技
術と営業の両輪などに代表される「企業文化」を構築し、筆者によればこの企業文化こそ
がオーナー経営者久原に日立の独自の意義を承認させる上で大きな「武器」となったとい
う。小平の背後には彼を支持する多くの技術者、従業員がおり、その現実がオーナー経営
者の放恣を制約したのである。 
綿紡績、製紙、鉄鋼、造船、織機、自動車、電気機械といった諸産業における代表的企
業の個性豊かな経営者群像の軌跡を詳細にたどった本書から学ぶことは多い。和田豊治と
武藤山治、藤原銀次郎と大川平三郎、今泉嘉一郎・白石元治郎、川崎正蔵・松方幸次郎、
豊田佐吉・利三郎、小平浪平が主な登場人物であるが、彼らの活動のなかから多数工場経
営の課題、先進的海外技術への対応、景気変動への対応と技術的合理化、産業連関のなか
での自社関連産業の位置づけ、家族・同族所有体制の維持と新産業への取り組み、オーナ
ー経営者と専門経営者の関係、経営者企業構築のプロセスをめぐる諸問題などが浮かび上
がってくる。市場、資金、技術、労働、企業統治の諸課題に立ち向かうオーナー経営者、
専門経営者の思考の枠組みを規定するものは何か、「断絶」、「飛躍」ともみえる大胆な意思
決定を支える制度的・組織的要因とは何かといった問いを考える上で､本書が提示した歴史
的事実はたえず参照されるべき重みを有している。 
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